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　本県へのＴＳＭＣの進出決定から₂年余が経過しました。ＴＳＭＣの国内製造子会社
であるＪＡＳＭは、菊陽町において急ピッチで工場建設を進め、昨年末には建屋の建設
工事が完了しており、本年末までの量産開始を目指して装置の搬入を進めておられます。
　進出決定以来、本県では、半導体関連企業の更なる集積に向けて、様々な取組みを進
めているところですが、その一方で、県南地域の皆様からは、進出効果が感じられない
との声をいただいておりました。
　その現状を踏まえ、この度、八代地域において県営工業団地の整備検討に着手するこ
とを表明いたしました。企業誘致の受け皿となる工業団地を整備することで、地域の特
性が活かせる企業を呼び込み、ＴＳＭＣ進出効果を県内全体に波及させることができる
のではないかと考えています。
　また、昨年10月に策定した「新大空港構想」では、産業集積・産業力強化をうたって
おり、その取組みの₁つとして、ＵＸプロジェクトを推進しています。
　本プロジェクトは、これまで県経済を牽引してきた半導体や自動車関連産業に続く
「第₃の柱」として、ライフサイエンス分野（医療、介護、健康、食、ビューティー、
スマート農業等）を中心とした新たな産業群を創出する取組みです。具体的な取組みと
して、プレーヤーの集積、人流の促進を進めるとともに、空港周辺地域にイノベーショ
ン創発につながるような拠点整備も検討しています。
　この拠点を核とし、多くの事業者が新たなビジネスにチャレンジする取組みを県内各
地に広め、時代や技術の進歩に合わせビジネスが柔軟に変化していく経済のエコシステ
ムを形成していきたいと考えています。
　このような中、昨年11月、国が進める「脱炭素先行地域」に、本県と益城町などが共
同で提案した「阿蘇くまもと空港周辺地域ＲＥ100産業エリアの創造」が選定されました。
これは、カーボンニュートラルの実現に向けて大きな弾みをつけるとともに、「新大空
港構想」を世界全体の成長エンジンとして注目されている脱炭素分野の取組みによって
加速化させるものと考えています。
　今回選定された取組みによって、来年度から概ね₅年間で、最大60億円規模の国の支
援を受けて、阿蘇くまもと空港周辺地域の再エネ施設整備を行います。脱炭素経営に取
組む企業の集積や、エネルギーの地産地消などを実現し、県内外に“脱炭素ドミノ”を
広げていきます。
　さらに本県では、平成28年熊本地震及び令和₂年₇月豪雨からの創造的復興が着実に
進む中で、半導体関連企業の進出等により活気づく熊本の姿を国内外に発信するため、
令和₆年₂月28日、29日の₂日間、グランメッセ熊本で「くまもと産業復興エキスポ」
を初めて開催します。
　テーマは「①災害からの創造的復興の発信、②半導体や製造業をはじめとする企業等
の出展、③台湾との交流、④くまもと県南フードバレーの取組みや商品発信、⑤学生と
企業等との出会いの場の創出」の₅つを掲げています。
　熊本の今を知りたい方、ビジネスチャンスをつかみたい企業の方、将来の就職に向け
て企業研究を行いたい学生など、どなたでも来場可能ですので、ぜひ皆様ご来場ください。
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